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● 会社経歴 ●

1973年 静岡県沼津市にて⼀般廃棄物収集運搬業 環境サービス株式会社設⽴
2009年 現社⻑が後任に就き産業廃棄物収集運搬業許可取得
    エコアクション21に認証・登録
2019年 沼津市⼀般廃棄物収集運搬業務委託（可燃・プラスチック・資源）
2024年 沼津市⼀般廃棄物収集運搬業務委託（埋⽴）
静岡県沼津市にて創業より48年、廃棄物収集運搬の業務を⾏ってきました。

● 基本理念 ●
コロナ禍以降で⽣活スタイルが変化し、家庭から出る廃棄物の量も増加しています。
富⼠の麓、海があり⼭があり、特産物も豊富なこの沼津市の⾃然を守るため、
環境問題に真摯に取り組み、地域・社会に役⽴つよう尽⼒してまいります。

● 会社概要 ●

● 活動規模 ●

● 資源回収 ●

20220袋
44859

2431.55ｔ
77504

 収集運搬量
 ⾛⾏距離 (㎞) 117153

 ⾦属  48.01ｔ
 古紙

 従業員数
 売上⾼(万円)

 社名
 代表者
 所在地
 TEL

  25台
  42名
32787

 対象範囲      
  （認証.登録範

 本社・原事務所、⼤岡駐⾞場

⼀般廃棄物(埋⽴）

  環境サービス株式会社
  丹⽻ 智
  沼津市原2198-1
  055（941）6006
  1973/4/19
  1000万円

 設⽴⽇
 資本⾦
 ⾞両保有台数

⼀般廃棄物(資源）⼀般廃棄物(可燃・プラ）

36.46ｔ
21100

5316.66ｔ

 128.31ｔ
 ペットボトル  14.41ｔ

産業廃棄物
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● 許可内容 ●

※産業廃棄物の種類
廃プラスチック類（⽯綿含有廃棄物及び⽔銀使⽤製品産業廃棄物を含む）
⾦属くず（⽔銀使⽤製品産業廃棄物を含む）
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（⽯綿含有廃棄物及び⽔銀使⽤製品産業廃棄物を含む）
がれき類（⽯綿含有廃棄物を含む）、汚泥（廃乾電池に限る、⽔銀使⽤製品産業廃棄物を含む）
紙くず、⽊くず、繊維くず、動植物性残さ          以上9品⽬
※特別管理産業廃棄物の種類の種類
感性性産業廃棄物                     以上1品⽬

● 保有⾞両⼀覧 ●
資源 ⽇野 4

トヨタ 1
可燃 いすゞ 1

⽇野 3
埋⽴ いすゞ 5

三菱 1
三菱 1
いすゞ 1
⽇野 1
⽇野 1
三菱 1
いすゞ 1
三菱 1
スズキ 2
スズキ 1

25台

⾦属くず商

取得年⽉⽇
R6.8.20

種類 番号 有効期限

特別管理産業廃棄物収集運搬業

特別管理産業廃棄物収集運搬業

神奈川県第01450149984号

東京都第13-50-149984号

R7.6.5
R7.7.18

R12.6.4

キャブオーバ

塵芥⾞
塵芥⾞
塵芥⾞

ダンプ
塵芥⾞
キャブオーバ

沼津市⼀般廃棄物収集運搬許可

産業廃棄物収集運搬許可⾞両

沼津市委託業務登録⾞両

沼津市委託業務登録⾞両

キャブオーバ
塵芥⾞

沼津市委託業務登録⾞両

第335号

産業廃棄物収集運搬業

⼀般廃棄物収集運搬業

静岡県第02201149984号

沼津市第22号 R6.4.1
H22.1.19
H22.1.19

第491070498301号古物商

R11.8.19

R8.3.31

アルト
エブリィ

合計

R12.7.17

産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
特別管理産業廃棄物収集運搬業

神奈川県第01400149984号

東京都第13-00-149984号

静岡県第02251149984号

R7.6.5
R7.7.18
R7.5.2

R12.6.4

R12.7.17

R12.5.1

アームロール

キャブオーバ
塵芥⾞

特別管理産業廃棄物収集運搬許可⾞両 冷蔵冷凍⾞
営業⾞
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● 環境経営⽅針 ●

●エコドライブや節電の実⾏により、⼆酸化炭素の排出量削減を⽬標とします。
●廃棄物の正しい処理、再資源のリサイクルに努めます。
●4R、Reduse（量を減らす）Recycle（資源を再利⽤する）Reuse（繰り返し使う）
 Refuse（不要なものは買わない、断る）を推奨していきます。
●従業員が安⼼して働ける環境を作っていきます。

● ⾏動指針 ●

1・安全運転・環境にやさしい運転を⼼がけ、常にエコドライブを⾏います
2・事業規模を考慮し、省資源、省エネルギー、リサイクル活動を推進します
3・環境に配慮した商品を購⼊していきます
4・全社員に環境に関しての教育を⾏い、環境保全の意識を⾼めます
5・就労継続⽀援施設クローバーの資源回収を⽀援します
6・環境活動レポートを⼀般に公開し、社会に広めていくことに努めます
7・環境関連の法律を遵守します

社内においては、全従業員にこの環境⽅針及び必要事項を開⽰し
全社員参画による取り組みをします

            制定・2010.8.1
改定・2015.12.1
改定・2022.3.1

環境サービス株式会社
代表取締役 丹⽻ 智
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● エコアクション21実施体制（承認登録範囲） ●

・環境⽅針の決定・責任者の⽒名・資源・資⾦⽤意・システムの⾒直し

・経営における課題とチャンスの明確化

・運⽤の情報提供・収運に関するデータ管理・同業他社との差別化

・従業員の働きやすい環境づくり

全社員 事務所

□ 環境⽅針の確認 □ 計画の⽴案

□ 内容の理解 □ ⽂章作成

□ 活動の実施 □ 事務所に関するデータ管理

環境管理統括責任者  本部⻑ ⼭本 勝也

・システムの適合化・運⽤データの管理

環境管理責任者  専務取締役 寺内 ⼀裕

総括責任者  代表取締役 丹⽻ 智
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● 中期環境経営⽬標（〜2027） ●

単位 基準年度 2025 2026 2027
(2023)

Kg-CO2※1 135267 -1% -1% -1%

kwh 16495 -1% -1% -1%

L 42536 -1% -1% -1%

L 8101 -1% -1% -1%

km/L 4.1 1% 1% 1%

ｔ 0.26 実績把握 実績把握 実績把握

※1 使⽤電⼒の⼆酸化炭素排出量の係数は0.421Kg-CO2/Kwhを使⽤（2024年度東京電⼒）

※2 ⾛⾏距離と軽油使⽤量から全体の燃費を割り出しました。

※3 現状維持のため、実績把握とする。

●⽔使⽤量の削減は井⼾⽔の為計測ができないので⽬標は⽴てず節⽔をこころがけていく

●事業拡⼤を展開しているため前年度を基準に-1％を⽬標とする

燃費※2

廃棄物削減※3
（⼀般廃棄物）

項⽬

⼆酸化炭素総排出量

電⼒

軽油

ガソリン

実績把握

2024

-1%

-1%

-1%

-1%

1%
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● 環境経営計画（2024） ●

1・⼆酸化炭素排出量の削減
●全⾞両のエコドライブの周知と実施 ●スイッチオフによる待機電⼒の削減
●エアコンの設定温度 夏28℃ 冬23℃  ●不要な照明の消灯
●低廃棄⾞両の購⼊を検討
2・排出量の削減※井⼾⽔を汲み上げているため計測等は不可能
●洗⾞時の節⽔  ●事務所、作業場の⽣活⽤⽔の節⽔
3・廃棄物排出量の削減
●コピー⽤紙の両⾯使⽤  ●弁当等廃棄容器の削減
●社員の名刺等印刷物は再⽣紙を利⽤  ●排出場所から分別を提案し実⾏していく
4・グリーン購⼊の推進
●⽂房具類（OA⽤紙、事務備品、名刺等）
●製造⽤消耗品（フレコンバック、軍⼿、ヘルメット、安全靴、洗剤等）
5・クローバーの施設外就労⽀援
●施設外就労⽀援 ●イベント等参加

● 環境経営⽬標の実績 ●
単位 2022 2024⽬標 2024実績 評価
Kg-CO2 136601 133914 199196 ×
ｋｗｈ 18335 16330 19270 ×
L 44333 42110 66573 ×
L 6606 8020 8329 ×
Km/L 4.13 4.09 3.91 〇
ｔ 0.26 0.26 0.26 〇
ｋｍ 183236 174443 260616

※1 燃費(km/L) =⾛⾏距離÷軽油使⽤量  ※2 2024年度⽬標は2023年度⽐ -1％
※3 ⼀般廃棄物
●評価の原因と処置
本年度より新たな委託事業が開始したため⽬標に対して⼤幅に上回ってしまいました。
⼆酸化炭素（電⼒・ガソリン・軽油）
電⼒：夏場の猛暑及び休憩室のエアコン増設により⽬標未達成となてしまいました。
   熱中症予防の為、是正は難しいですが節電に努めます。
   2024年度を基準に⽬標の⾒直しとします。
ガソリン・軽油：事業拡⼤に伴い⾛⾏距離が⼤幅に増加し⽬標未達成となってしまいました。
        是正は事業拡⼤の為、削減が難しいですが2024年度を基準に⽬標の⾒直しとします。
        またエコドライブの周知に努め、維持⼜は削減するためにどのような
        運転が望めるかドライブレコダーなどを活⽤し、検討していきます。

2023
135267
16495
42536
8102
4.14
0.26

ガソリン
燃費※1
廃棄物削減

項⽬
⼆酸化炭素総排出量
電⼒
軽油

⾛⾏距離（参考値）※3 176206
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● 項⽬別グラフ ●

● 項⽬別グラフ ●

事業拡⼤及び夏場の猛暑の為、電⼒、
化⽯燃料の使⽤量が増加し⼆酸化炭素
が⽬標未達成となった。
また保有⾞両の増加もあり⾛⾏距離も
前年度⽐48％増加した。

6606
8102 8329

0

5000

10000

2022 2023 2024

ガソリン（増加）

ガソリン

44333 42536

66573

0
20000
40000
60000
80000

2022 2023 2024

軽油（増加）

軽油

183236 176206
260616

0

100000

200000

300000

2022 2023 2024

⾛⾏距離（参考：増加）

⾛⾏距離

18335 16495
19270

0
5000
10000
15000
20000

2022 2023 2024

電⼒（増加）

電⼒

136601 135267

199196

130000

150000

170000

190000

2022 2023 2024

⼆酸化炭素排出量（増加）

⼆酸化炭素排出量
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●環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無●
遵守状況

⼀般廃棄物排出 ・環境型社会形成推進 ①廃棄物の削減 ①廃棄物削減活動の実施 ①遵守され

基準法 （第3条） ②訂正処理施設への運搬 ている

・廃棄物処理法 ②廃棄物の適正処理施設 ③⾃治体の基準に則り ②実地され

・沼津市廃棄物処理に への運搬 適正に処理 ている

関する条例 ③配収⼜は処分は定め 資源はリサイクルとし ③遵守され

られた業者へ委託 て処理 ている

産業廃棄物排出 ・廃棄物処理法 ①廃棄物の削減 ①廃棄物削減活動の実施 今年度の廃

・静岡県産業廃棄物の （第23条） ②訂正処理の実施 棄物の排出

 適正な処理に関する ②廃棄物の適正処理 ③委託業者との契約書、 はありませ

 条例 （第6条） 許可証明書の確認 んでした。

③産業廃棄物の処理委託 ③委託業者との契約・ ④委託契約書の記載

基準の遵守 許可証明書 内容確認

④産業廃棄物の委託契約 ④委託契約書の記載 ⓹マニフェストの交付

書の記載事項の遵守 内容の確認 保管、戻り状況の確認

⓹マニフェストの管理 ⓹マニフェスト交付⽇ ⑥年1回処分業者実施

義務 からB.D票は90⽇、E票 確認

⑥産業廃棄物処理の委託 は180⽇以内に受領 ⑦県へのマニフェストの

先の実施確認 ⑥年1回以上実施確認 集計報告

（第10条） ⑦前年度分を6/30までに 前年度分を6/30までに

⑦収集運搬状況・交付状 知事に報告 知事に報告

況報告書を県へ提出

（第11条）

産業廃棄物 ・廃棄物処理法 ①収集運搬業の許可証の ①-1許可証の更新毎5年 ①-1許可証の更新 ①-1令和1年

収集運搬 ・静岡県産業時廃棄物の 届出・5年ごとの更新 ①-2許可証、マニフェ ①-2許可証、マニフェ 8.12

適正な処理に関する条例 （第14条） ストの携帯、運搬⾞の ストの携帯、運搬⾞の ①-2遵守さ

・建設リサイクル法 ②排出事業者との委託契 表⽰ 表⽰ れている

約の締結（収集運搬） ②年に1回⾒直し、必要 ②遵守され

（施第6条-2） があれば確認し、変更す ている

③管理票 る ③遵守され

（電⼦マニフェスト含む） ③マニフェスト専⽤ソフ ている

の交付管理 トで管理

④所定事項を記述した帳 電⼦マニフェストも対応 ④遵守され

簿の5年間保管 済み ている

（施第10条-8） ④専⽤ソフトで管理 ⓹遵守され

⓹廃棄物の収集運搬の適 ⓹適正処理の実施 ている

正処理の遵守 事務所内に許可証の提⽰

(条第10条）

主要な法規制 対応法規・条例・規制 法基準
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⑥適正な処理が困難⼜は ⑥処理困難通知 ⑥該当なし

困難となる恐れがあると

きは処理困難通知を排出

者に提出する

(条第14条13項）

消防法 ・指定数量以上の危険 該当なし

物保管の提出

（第11条）

家電の処理 ・家電リサイクル法 ①リサイクル料の納付 ①遵守され

指定業者への搬⼊ ている

エネルギーの ・省エネ法 ①エネルギー使⽤の合理 ①-1電気使⽤量の削減 ①-1環境活動

使⽤ 化義務 ①-2燃料使⽤量の削減 取組にて確認

①-3燃費の向上 ①-2環境活動

取組にて確認

①-3環境活動

取組にて確認

浄化槽法 （第10条） ①規制基準の遵守義務 ①適正使⽤、適正処理 ①遵守され

・保守点検及び清掃の （第3.4条） ている

実施

・使⽤開始報告書の提出

（第11条）

・⽔質検査の実施

業務⾞両 ・道路3法 ①法定点検、整備の遵守 ①整備状況の確認 ①遵守され

道路法、道路運送⾞両法 （第46.47条） ②安全運転管理者を選任 ている

道路交通法 ②安全運転管理者の選任 し業務の遂⾏を実施 ②実施され

ている

グリーン購⼊、 ・グリーン購⼊法 ①物品の購⼊、調達時は ①環境配慮型製品の購⼊ ①環境活動

調達 できる限り環境物品等を 、調達 取組にて確認

選択

エアコンの使⽤ ・フロン排出抑制法 ①簡易点検 ①業務⽤ではないため ①該当なし

（第16条） 簡易点検は不要

当社に適⽤される主な環境関連法規等の遵守は上記の通りです。
環境関連法規への違反、訴訟はなく過去3年間関係当局からの違反等も指摘もありませんでした。

2025/5/1   
  作成

2025/5/1   
  確認

2025/5/1

事務 ⼭本 丹⽻
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●環境活動計画（2024年度）の取組結果とその評価、次年度の取組内容●

取組内容 評価 次年度の取組
①⼆酸化炭素排出量の削減 昨年度を基準に今年度は 内容は前年度同様に取り組み
・全⾞両エコドライブの周知 削減することができませ ます。
・スイッチオフにより待機電⼒の削減 んでした。 ・毎⽉のデータを把握し原因
・エアコン設定温度を夏28℃、冬23℃に設定 低排気⾞両に切り替えを や対策を早めにとっていく
・不要な照明の消灯 今後も検討していきます。 ・低排気⾞両の導⼊の検討
・低排気⾞両の購⼊の検討 エコドライブの周知に努 ・事務所もこまめな節電に

めていきます。 努めていきます

②排出量の削減
・洗⾞時の節⽔ よく節⽔できています。 井⼾⽔なので計測は不可能で
・事務所、作業場の⽣活⽤⽔の節⽔ すが次年度も社員全員で取組

みます。

③廃棄物排出量の削減 全体で分別し、リサイクル 内容は前年度同様に取り組み
・コピー⽤紙の両⾯使⽤ に取り組んでいます。 ます。
・弁当等廃棄容器の削減 よく守れています。 ⾃社だけでなく、排出事業者
・社員の名刺等印刷物は再⽣紙を利⽤ への分別を推進していきます。
・排出場所から分別を提案

④グリーン購⼊の推進 優先的に購⼊しています。 内容は前年度同様に取り組み
・⽂房具類（OA⽤紙・事務備品・名刺等） ます。
・製造⽤消耗品
（フレコンバック・軍⼿・ヘルメット
安全靴・洗剤等））

⓹クローバー・スイトピーの⽀援 沼津市フラワーバスケット 内容は前年度同様に取り組み
・施設外就労 作成・設置・⽔やりなどの ます。
・作業の斡旋 共同作業を⾏いました。

〇

〇

〇

〇

〇
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●社外活動●

●再⽣紙トイレットペーパーの販売

・公共施設や会社、学校などに納品

●交通安全週間の呼びかけに参加
・街頭や街宣⾞での呼びかけに参加

●⼀般社団法⼈マンパワー⽀援
・理事⻑・理事として運営を⽀援継続
 就労継続⽀援B型
 クローバー/スイトピー

・⼦ども⾷堂の運営を⽀援

・沼津夏まつりステージ参加
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・よさこい東海道in沼津参加

・沼津市フラワーバスケット
 花飾り作成・設置・⽔やり
 施設外就労
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●事故及び緊急事態の想定結果及びその対策●

緊急事態の想定
●交通事故発⽣時の対処法●

予防措置
◎出社時に、点呼（検温・消毒・アルコールチェック）を⾏う
◎朝礼の際、安全・点検・体調確認を⾏い、安全運転・安全作業を呼びかける
◎⾞両は⽇々点検しチェックシートにて確認、故障を未然に防ぐ

【訓練概要】
・実施⽇時：2025年3⽉21⽇
・⽬的：交通事故発⽣時の初動対応と⼆次災害防⽌の安全確保の確認

【想定状況】
・⾞両同⼠の接触事故
・負傷者1名（軽傷）
・⼆次事故の危険あり

【訓練内容】
・初動：安全確認・負傷者確認・⾞両停⽌
・救護：意識確認・応急処置
・伝達：各所への状況報告
・完全確保：交通誘導

【訓練結果】
良かった点
・迅速な安全確認ができた
・情報伝達の内容が整理されていて報告漏れがなかった
改善点
・交通整理の⽴ち位置が危険な場⾯があり安全距離の再確認が必要

【総括】
今回の訓練では、事故における安全確保、初動対応、救護、情報伝達の重要性が
再確認できた
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●代表者による全体評価と⾒直し・指⽰●

項⽬ 評価結果 今後の進め⽅
①環境⽬標の達成状況 ⼆酸化炭素（電⼒・ガソリン・ ・2024年を基準に⽬標を⾒直す。

軽油）⽬標未達成 ・⽬標未達成項⽬は追加活動計画
を検討すること。

②環境活動計画の実施状況 実施されている 継続実施

③環境関連法規のとりまとめ 遵守状況特に問題なし 継続実施
遵守のチェック結果

外部からの苦情の有無 外部環境情報記録法で説明 発⽣はありませんでした。
要請（発⽣なし）
苦情・クレーム（発⽣なし）

前回の改善事項 指摘事項については継続実施 継続実施
されている

●代表者より●

新たな委託事業が始まり、⾞両台数、従業員数が増加しました。
男⼥別の休憩所を設置し、働きやすい⼯夫をしました。
今後も事故やけがなど⼗分に注意し、安全に作業が⾏える環境を作っていきます。
運転⼿、作業員共に⾃⾝の対象、現場での安全や地域の状況を把握し、適した判断が⾏えるよう
指導し、実⾏していきます。
障がい者就労⽀援施設からの受け⼊れも⾏い、花の⽔やり、清掃等⾏っています。
地域のイベントにも同⾏し、⼀緒に参加しています。
社会とのつながりを持てるよう今後も⽀援を継続していきます。

＜代表者よりの指⽰項⽬＞
・環境経営⽅針、環境経営活動計画、実施体制については継続とします。
・環境経営⽬標：2024年を基準に⽬標を⾒直しとします。
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● 次年度の中期環境⽬標 ●

単位 基準年度 2026 2027 2028
(2024)

Kg-CO2※1 199196 -1% -1% -1%
kwh 19270 -1% -1% -1%
L 66573 -1% -1% -1%
L 8329 -1% -1% -1%
km/L 3.91 1% 1% 1%
ｔ 0.26 実績把握 実績把握 実績把握

ガソリン -1%
燃費※2 1%
廃棄物削減※3 実績把握

項⽬ 2025

⼆酸化炭素総排出量 -1%
電⼒ -1%
軽油 -1%


